
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 

英語教室 

（年長組） 

読み聞かせ 

絵本クラブ 

えがお 

（全園児） 

預かり保育 

８ 9 １０ １１ １２ １３ 

プラネタリウム 

鑑賞（年長組） 

英語教室 
（年中組） 
ぴよちゃん 
クラブ 

美術館鑑賞 

（年長組・ 

  年中組） 

休園 

１５ 16 １７   １８ １９   ２０ 

海の日 

（休園） 
個人面談 個人面談 

森のみりょく 
「ぬくもり 
フェスタ」 
（年長組） 
個人面談 

預かり保育 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

終業式 

１１：３０帰り 

夏休み 

開始 
夕涼み会 

２6 月 二学期始業式 降園１１：３０ 

２７ 火 １３：５０帰り・給食開始 

30 金 誕生会（8月） 

令和6年６月28日 

みどり幼稚園 

＊夏の遊びを思いきり楽しみ、保育者や友達と関わりながら、開放感を味わう。 

＊七夕の由来を知り、星に関心をもつ。また、いろいろな素材にふれ、切ったり

貼ったりする事を楽しむ。 

保育目標（７月） 

みどり 
7月の園行事 

８月の園行事 

★夕涼み会

７月２７日（土）については、

内容が決まり次第お知らせ致

します。 

園長 正部家 朱美 

７月に入り七夕の節句を迎えます。 

ところで、笹竹に願い事をつるすようになったのは江戸時代だそうです。寺子屋な

どで習い事をする子が増え、物事の上達を願う人が増えたためだと言われていま

す。三浦 康子「和の行事を楽しむ絵本」より 

笑顔いっぱいの運動会 

 さて、先日の運動会ではたくさんの保護者の皆様が応援してくださり、無事に運

動会を終えることができました。心地好い風を感じながら子どもたちのがんばり

や成長の様子をご覧いただいたり、お父さん、お母さんのパワーを子どもたちに見

せてもらったりと２時間あまりの時間があっと言う間に過ぎたように思いました。 

 なかでも親子レースでお父さんやお母さんにおんぶしてもらっている子どもた

ちのこの上なく嬉しそうな笑顔。ダンスをしながら我が子を見つめるご両親のや

さしいまなざし。どちらもとてもきらきらと輝いて見えました。少し大げさな言い

方かもしれませんがこの思い出は子どもたちの記憶のどこかに残り、この先の人

生を支えてくれるものになるのかもしれません。 

 保護者の皆様には競技への参加、準備や後片付等、快くご協力くださいましたこ

とに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 ７月は七夕や夕涼み会など恒例の行事の他に新たな行事が入りましたのでお知

らせ致します。 

① 絵本グループ“えがお”の皆さん方による読み聞かせ会（全学年）

各クラスお二人ずつボランティアの皆さんが読み聞かせをしてくださいます。

どんなお話が出てくるのか楽しみですね。 

② 美術館へ行ってきます！（年中・年長組）

八戸市美術館開催される“ｔｕｐｅｒａ ｔｕｐｅｒａのかおてん”を鑑賞し制

作もする予定です。 

③ もりのみりょく“ぬくもりフェスタ”に参加（年長組）

マチニワで行なわれる県産木材を使った遊びコーナーのプレオープンセレモニ

ーにご招待いただきました。 

市内の全教育保育施設に八戸市より積木が贈呈されます。 



令和５年度 自己評価報告書
令和６年４月５日

学校法人正栄学園 みどり幼稚園
１ . 本園の教育目標

・明るく元気な子 ・友達と仲良く遊べる子
・思いやりのあるやさしい子 ・最後までやりとげる子

２ . 本年度重点的に取り組む目標・計画
〇「生活する力」「関わる力」「学びに向かう力」の３つの柱のもとに子どもの姿を踏
まえた保育者の関わり・環境構成を考え、実践する。

３ . 評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目 評価 取り組み状況

特別な支援を必要とする Ｂ 保護者や施設関係者と面談や見学を通して子ど
１ 子どものための園内の支 もについての情報交換を行うことができた。

援体制 個別の支援計画を作成して園内での共通理解は
できたが、どんな関わりが有効であったかなど具
体的な話し合いも今後は必要となってくると考え
る。

教育の質のための研修の Ａ 自ら研修したいことを積極的に学び、日々の保
２ 充実を図る 育に生かそうとする姿勢があった。園内研修は外

部研修の報告が主だったため、お互いに意見を出
し合える研修となるよう工夫していきたい。

子どもの主体性を伸ばす Ｂ 運動会、音楽会の環境（会場）の変化にともな
３ 保育を目指す って行事の内容等工夫して行うことができた。

今後は子どもたちの主体性をより伸ばしていく
という視点で遊びや行事の持ち方の環境作りを工
夫していきたい。

評価（Ａ・・十分に成果があった Ｂ・・成果があった Ｃ・・少し成果があった Ｄ・・成果がなかった ）

４ . 総合的な評価結果

評価 理 由

３つの評価項目はそれぞれ具体的な方法で取り組み成果が認められた。また、
Ｂ 新たな課題も見いだされ、全体として次のステップへ進もうとする意見もあっ

た。行事等については工夫して行うことができた。

５ . 今後取り組む課題

課 題 具体的な取り組み方法

１ 園内研修の充実 特別な支援の必要な子どもたちについての話し合いも含
め、短時間でも教員が意見交換し研修できる工夫をする。

２ 主体的な遊びの環境を 自由遊びの時間など、子どもたちの遊びがより主体的に
工夫する 発展していくものとなるよう環境の設定を工夫する

３ からだを動かす遊びの 意図的にからだを動かす時間を作り、体幹を鍛えるよう
工夫 にし正しい姿勢を保てるようにする。

６ . 学校関係者評価委員会の評価
（１）特別な支援の必要なお子さんへの配慮は園で十分研修し受け入れ体制を整えている
と思われる。支援の必要なお子さんの保護者への関わりについても、今後は大事になっ
ていくのかと思う。

（２）園での子どもの様子を知りたくなる親の気持ちはよく理解できるので、園バス利用
のため、あまり園に来ることのない保護者に対しては、特に連絡帳などを通して子ども
の様子を伝えてもらえると安心できるのではないかと思う。
(３)コロナ禍で途切れていた行事も行えるようになり、行事を通して子どもたちや父母
との交流がもてるようになってきている。



令和５年度の教育や運営に対する保護者アンケートのまとめ 
令和６年３月８日 
 み ど り 幼 稚 園 

 幼稚園評価アンケートにご協力くださいましてありがとうございました。集計の結果が
出ましたのでお知らせします。全保護者のべ３８名の皆様からご回答いただくことができ
ましたこと感謝申し上げます。今回のアンケートの集計は自分率ではなく実数そのものを
表示しました。Ａ（そう思う）Ｂ（そう思うことが多い）の合計が３８名の項目は    , 
Ａ、Ｂ合わせて３４名以上は◎、３０名以上を〇として表示しております。 
〇 昨年と同じ  は８、９、１６、１８、２３の項目です。 
〇 新たについた  は３、４，５，１０，２２の項目です。 
〇 １４項目の身近な人へのあいさつは昨年より下がり△となりました。家族内ではよくあいさつがさ
れているようですので身近な人たちにも少しずつ言えるように見守りたいと思います。 

〇 また、少数ではありますが、Ｃ、Ｄの評価も大事な評価ととらえて真摯に向き合ってまいりたいと
思います。 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ 子どもは幼稚園に行くのを楽しみにしている 28 7 3 0 ◎ 

２ 子どもは安心して自分の思いを出し、元気に遊んでいる 28 9 1 0 ◎ 

３ 友達と一緒に遊んだり友達の遊びに刺激を受けたりして、共に過ごすことの

楽しさを味わっている 
33 5 0 0 

４ 遊びや集団生活に必要なきまりを知り、守ろうとする態度が育ってきている 25 13 0 0 

５ 様々な物事に興味関心を示し、知的好奇心や思考力、感動する心などが育って

きている 
30 8 0 0 

６ 自ら遊びを作り出す楽しさを味わい、幼稚園生活を楽しんでいる 28 9 1 0 ◎ 

７ 子どもは遊びの楽しさを味わい、自信をもって行動できるようになってきた 24 12 2 0 ◎ 

８ 集団の中で、話をよく聞いたり、考えたり、互いに力を生かし合いながら、共

に学び合う様子が見られた（年長組のみ） 
7 2 0 0 

９ 自分の力で考えたり工夫しながら、あきらめずにやり遂げる達成感を味わって

いる（年長組のみ） 
6 3 0 0 

10 学級の中で幼児一人一人が大切にされている 31 7 0 0 

11 人に対する信頼感や思いやりの気持ち、自己抑制力などが育ってきている 19 15 4 0 ◎ 

12 自分でできることは自分でしようとしている 21 13 4 0 ◎ 

13 子どもは家族に、よくあいさつをしている 19 17 2 0 ◎ 

14 子どもは身近な人や、教職員によくあいさつをしている。 14 11 11 2 △ 

15 子どもはしっかり体を動かし、体力が向上したり、たくましさが育ったりして

きている 
24 11 1 2 ◎ 

16 経験したことや考えたことなどを言葉で伝えて楽しんでいる 27 11 0 0 

17 生命を尊重する心や自然を大切にする気持ちが育つような取り組みがされていた 24 13 0 1 ◎ 

18 幼稚園は、地震・津波・火災・不審者などに対しての防災に取り組んでいる 34 4 0 0 

19 幼稚園は一人一人の幼児の育ちを保護者に伝えている 26 11 0 1 ◎ 

20 幼稚園は保護者が様々な幼児と関わる機会をつくり、幼児の発達などに気づく

機会をつくっている 
30 7 0 1 ◎ 

21 幼稚園は、保護者からの相談などに対して誠実に対応している 33 4 0 1 ◎ 

22 教育方針や教育目標は、幼児や家庭・地域の実態にあったものだと思う 30 8 0 0 

23 
幼稚園は教育目標や月ごとの活動について園便りやクラス便りで分かりやすく

伝えている 
35 3 0 0 

在籍者数 ３８名 
回答者数 ３８名 

（人） 
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